
「「年金記録問題についての今後の対応に関する工程表年金記録問題についての今後の対応に関する工程表」」の主なポイントの主なポイント

平成平成1919年度に送付する「ねんきん特別便」年度に送付する「ねんきん特別便」
〈〈 コンピュータ上の突合せで結び付く可能性のある方（約コンピュータ上の突合せで結び付く可能性のある方（約1,0301,030万人）万人） 〉〉

約約1,0301,030万人（約万人（約1,2001,200万件）に、３月末までに送付を完了万件）に、３月末までに送付を完了

（昨年７月の政府・与党とりまとめどおり）（昨年７月の政府・与党とりまとめどおり）

平成平成2020年度に送付する「ねんきん特別便」年度に送付する「ねんきん特別便」
〈〈 ①① ４４・５月年金受給者（約・５月年金受給者（約3,3003,300万人）万人） ②６月～②６月～1010月現役加入者（約月現役加入者（約6,2006,200万人）万人） 〉〉

直接送付直接送付

・・ 老人クラブ、介護・福祉事業老人クラブ、介護・福祉事業
者、民生委員等と連携した回者、民生委員等と連携した回
答の呼びかけ答の呼びかけ

・・ 「受給者特別便連絡協議会」「受給者特別便連絡協議会」
（仮称）の設置（仮称）の設置

・・ はがきで督促はがきで督促

「今後解明を進める記録等」の解明・統合「今後解明を進める記録等」の解明・統合
（＊（＊ 平成平成1919年年1212月月1111日公表時；日公表時；1,9751,975万件）万件）

○○ 漢字カナ変換記録漢字カナ変換記録150150万件について、調査のための補正作業中万件について、調査のための補正作業中
○○ 平成平成2020年度に、記録の解明の取組を集中的・計画的に実施し、順次絞り込みを図る年度に、記録の解明の取組を集中的・計画的に実施し、順次絞り込みを図る

①① 住基ネットの活用・お知らせの送付住基ネットの活用・お知らせの送付
「基礎年金番号を有していない生存者」「５年以内の死亡者」等の特定「基礎年金番号を有していない生存者」「５年以内の死亡者」等の特定

②② 旧姓履歴データの整備・突合せ・お知らせの送付旧姓履歴データの整備・突合せ・お知らせの送付
基礎年金番号の記録を旧姓に置き換え、コンピュータ上の突合せを実施基礎年金番号の記録を旧姓に置き換え、コンピュータ上の突合せを実施

③③ 死亡している受給者の記録との突合せ死亡している受給者の記録との突合せ
④④ 残った記録について、転記ミスの補正・突合せ・お知らせの送付残った記録について、転記ミスの補正・突合せ・お知らせの送付 等等

コンピュータ記録と台帳等の突合せコンピュータ記録と台帳等の突合せ

○○ 計画的・効率的に実施することとし、平成計画的・効率的に実施することとし、平成2020年度は、以下を実施。年度は、以下を実施。

①優先度の高い「国民年金特殊台帳」の突合せ①優先度の高い「国民年金特殊台帳」の突合せ
②「市町村の国民年金の被保険者名簿」の実施方法の検討②「市町村の国民年金の被保険者名簿」の実施方法の検討
③規模が大きい「厚生年金の被保険者名簿」のサンプル調査の分析・実施方法等の検討③規模が大きい「厚生年金の被保険者名簿」のサンプル調査の分析・実施方法等の検討
を進めるを進める

○○ 過去の事業所・居住市町村へ過去の事業所・居住市町村へ
の照会を検討の照会を検討

○○ なお本人特定ができない記録なお本人特定ができない記録
の取扱いを検討（例：公示等）の取扱いを検討（例：公示等）

厚生年金旧台帳等の記録（厚生年金旧台帳等の記録（1,4301,430万件・万件・3636万件）への対応万件）への対応

○○ コンピュータの記録との突合せを行い、記録が結び付く可能性がある方に「記録のコンピュータの記録との突合せを行い、記録が結び付く可能性がある方に「記録のおお
知らせ」を送付知らせ」を送付

より多くの方々に「正しく回答いただくこと」「必ず回答をいただくこと」より多くの方々に「正しく回答いただくこと」「必ず回答をいただくこと」
「窓口に連絡・相談いただくこと」が重要「窓口に連絡・相談いただくこと」が重要

訂正なし訂正なし訂正あり訂正あり 回答なし回答なし

相談→記録の調査・確認相談→記録の調査・確認
→統合→裁定変更（再裁→統合→裁定変更（再裁
定）定）

結び付く可能性が高い記録結び付く可能性が高い記録
がある場合、電話や訪問にがある場合、電話や訪問に
よる「入念的な照会」を継続よる「入念的な照会」を継続
して実施して実施

はがきで督促はがきで督促
（４月下旬）（４月下旬）

より多くの方々から記録確認の上、「必ず回答をいただくこと」が重要より多くの方々から記録確認の上、「必ず回答をいただくこと」が重要

会社勤務の方へは会社経由会社勤務の方へは会社経由
自営業、専業主婦の方へは直接送付自営業、専業主婦の方へは直接送付

・・ 各種経済団体、業所管省庁各種経済団体、業所管省庁
等と連携した回答の呼びかけ等と連携した回答の呼びかけ

・・ 「加入者特別便連絡協議会」「加入者特別便連絡協議会」
（仮称）の設置（仮称）の設置

・・ 事業主の協力を得た回収状事業主の協力を得た回収状
況の点検・確認況の点検・確認

きめ細かな相談体制の整備きめ細かな相談体制の整備 ○○ 身近な地域での対応身近な地域での対応 ::市町村の協力、社会保険労務士の協力、郵便局・農漁協・商工会議所の協力市町村の協力、社会保険労務士の協力、郵便局・農漁協・商工会議所の協力
○○ 日常的な職域での対応日常的な職域での対応 ::事業主・労働組合の協力事業主・労働組合の協力 ○○ 社会保険事務所による来訪相談体制・巡回相談の拡充社会保険事務所による来訪相談体制・巡回相談の拡充

○○ 回答の前に社会保険事務所の窓口や電話相談窓口への照会を促す回答の前に社会保険事務所の窓口や電話相談窓口への照会を促す ○○ 受け取る年金額が増額となる具体例を示す受け取る年金額が増額となる具体例を示す
○○ 基礎年金番号導入前に旧姓で加入していた方に重点的に注意喚起を行う基礎年金番号導入前に旧姓で加入していた方に重点的に注意喚起を行う

機動的な広報の実施機動的な広報の実施

年金記録確認第三者委員会の対応年金記録確認第三者委員会の対応

○○ 本年３月までに申し立てられた事案については、審議チームの増と一回当たりの処理件本年３月までに申し立てられた事案については、審議チームの増と一回当たりの処理件
数の増により、概ね１年を目途に処理数の増により、概ね１年を目途に処理

○○ 本年４月以降に申し立てられる事案については、本年４月以降に申し立てられる事案については、
・・ 第三者委員会送付前の社会保険事務所段階における処理促進第三者委員会送付前の社会保険事務所段階における処理促進
・・ 申立件数を勘案した一層の体制の強化により処理促進申立件数を勘案した一層の体制の強化により処理促進

＊＊ 平成１９年１２月に公表した「５千万件」の未統合記録の全体像推計においては、「５千万件」の記録のうち、①死亡判明・脱退手当金支給済平成１９年１２月に公表した「５千万件」の未統合記録の全体像推計においては、「５千万件」の記録のうち、①死亡判明・脱退手当金支給済み・統合済み等の記録み・統合済み等の記録1,5501,550万件、②コンピュータ上の第１次名寄せで結び付く可能性がある万件、②コンピュータ上の第１次名寄せで結び付く可能性がある
記録記録1,1001,100万件、③今後解明を進める記録万件、③今後解明を進める記録1,9751,975万件、④氏名等補正中の記録万件、④氏名等補正中の記録470470万件（その後補正作業済み）である。万件（その後補正作業済み）である。

○○ 解明作業の進展等を踏まえ、解明作業の進展等を踏まえ、
「未統合記録の全体像」について「未統合記録の全体像」について
新たな推計を実施（新たな推計を実施（260260万件減少）万件減少）
・日々の相談・裁定で逐次統合・日々の相談・裁定で逐次統合
・第２次名寄せにより・第２次名寄せにより94万件の
持ち主の可能性のある方を特定持ち主の可能性のある方を特定

回答なし回答なし 回答なし回答なし

記録の調査・記録の調査・
確認→統合確認→統合
（補正）（補正）

回答あり回答あり 回答あり回答あり

回答なし回答なし

〈〈 ①① 受給者受給者 〉〉 〈〈 ②② 加入者加入者 〉〉

１１ ２２

３３

４４

５５

６６

７７ ８８

○○ 記録の内容記録の内容
に対応した解に対応した解
明作業を実施明作業を実施

はがきで督促はがきで督促
（６月下旬）（６月下旬）
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